きょうと新型コロナ医療相談センター電話相談業務仕様書
１　総則
  （１）本仕様書は、京都府（以下「甲」という。）と受託者（以下「乙」という。）の　　　間で締結する「きょうと新型コロナ医療相談センター電話相談業務労働者派遣契約」に適用する。
  （２）乙は、相談業務を遂行するに当たっては、労働基準法等の関係法令を遵守すること。
２　主な業務内容　
（1） きょうと新型コロナ医療相談センター電話相談業務
・府民からの電話相談対応
・保健所等への業務連絡

・相談内容の情報整理及び報告
   （２） その他上記業務の附帯的業務
（附帯的業務（空調機器管理、清掃（執務室及び休養室）等）は、１日又は１週間当たり１割以下とする。）
　あくまでも主な業務であり、他の業務を指示する場合もある。
３　勤務場所の所在地及び派遣人員
(1) 　京都府庁（京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町）又は甲が別途指定する場所。人員は同一人を継続して派遣すること。但し、従事する人数については、新型コロナウイルス感染症の流行状況を鑑み、都度甲乙協議決定するものとする。
(2) 　前号の協議により決定した増員を乙は1週間以内に手配するものとする。
４　派遣期間等
　　（１）派遣期間　　　令和3年4月1日から令和4年3月31日
　　（２）勤務時間　　　午前8時30分から午後5時15分（うち1時間は休憩時間とする。）…最大5人
午後5時から午前8時45分（うち2時間は休憩時間とする。）
…最大3人

　
　（３）勤務日　　　　土・日・祝日を含む契約期間中全ての日
　　（４）従事予定日数（最大）
　　　　 ・ 令和3年4月1日0時00分～8時45分　3日（3人）

・ 日勤8時30分～17時15分　1,825日（365日×5人）
・ 夜勤17時00分～8時45分　1,092日（364日×3人）
・ 令和4年3月31日17時00分～24時00分 3日（3人）

　　　　　　　　　　 
　計　  2,923日　

          　
５　派遣労働者の要件

　　本業務を円滑に遂行するため、派遣労働者は、下記（１）～（５）の全ての要件を

　満たす者とする。

　 （１）保健師又は看護師資格を有するもの。

   （２）日本語による業務遂行に支障がない者。
   （３）府庁舎内に勤務し、公務の一端を担う立場として必要なマナー、接遇等の知識・
　　 　　能力を身につけている者。
   （４）Microsoft Outlook、Word（文書作成、書式の設定、編集、図表の作成・挿入等）、Excel（データ入力、集計、編集、表作成等）などの基本的な操作ができる者。
   （５）機密保持義務及び個人情報保護義務に関して理解している者。
   （６）その他、２に示す業務を遂行するに十分な能力を有すること。
６　派遣労働者の服装等
   （１）派遣労働者は、派遣業務及び公務職場に適した服装とすること。
   （２）派遣労働者は、勤務時間中は常時名札を着用すること。
７　代替人員の確保

　　派遣労働者が病気などの理由により業務に従事できない場合で、甲からの要請があった時は、乙は責任を持って代替人員を確保するものとする。
　　なお、この代替人員の確保に要する経費については、乙が負担するものとする。

８　派遣労働者の交替
    派遣業務を実施するうえで、派遣労働者の資質・態度等が不適正と認められる場合には、甲は乙に派遣労働者の交替を要求することができるものとする。なお、この場合に要する経費については、乙が負担するものとする。
９　機密保持
    乙及び派遣労働者は、業務上知り得た情報を第三者に漏らしてはならない。
なお、その職を退いた後も同様とする。
10　費用の負担
    甲の負担
      ア　業務遂行に必要な光熱水費
      イ　業務遂行に必要な通信費
      ウ　業務遂行に必要な備品及び消耗品の貸与
11　その他

　　本書に記載の無い事項又は疑義が生じた事項については、甲及び乙が双方協議の上、決定する。
